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大学・高専機能強化支援事業
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⻑崎大学が推進するプラネタリーヘルスの実現に向けた

EBDM＆EBPMによる高度情報専⾨⼈材育成
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① 学生確保の状況 (1/2)
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① 学生確保の状況 (2/2)
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• 本学情報データ科学部の卒業生の約 6 割が本学大学院に進学

• 多様な入学者確保のための実施体制

【博士】長崎県からの受託事業 社会人向け「IT 先端技術応用講座」

【修士】経済学部との「ソーシャル・データサイエンス・プログラム」設定による連携強化

【修士】インド連携大学 (IIIT-Delhi および Vellore Institute of Technology) からの教員学生受入プログラム

【学部】長崎県NEXT人材育成事業 高校生向け「アプリ開発コンテスト」VR コース実施

【学部】外国人留学生選抜への「推薦枠」設置

【学部】一般選抜への「文系型受験」導入および新科目「大学数学入門」設置

【学部】学校推薦型選抜への「女子枠」設置

入学年度 2020 2021 2022 2023 2024 2025

入学者数 116 111 113 127 122 122

女性数 19 18 20 20 26 41

女性率 (%) 16.4 16.2 17.7 15.7 21.3 33.6

学部学生の女性率は増加傾向

文系型入試導入 女子枠設置定員増 +10
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② 教員確保の状況 (1/2)

5

• 2025 年 4 月 1 日現在の教員数

• 教授 9 名 （女性 1 名）

• 准教授 14 名（女性 1名）

• 助教 7 名（女性 2 名）

• 2024 年度着任の新任教員

• ネットワーク科学（准教授・企業経験者）

• 音声信号処理（准教授・企業経験者）

• 2025 年度着任の新任教員

• 生物統計（助教）

• 2024 / 2025 年度の転出・退職

• 教授 2 名 (転出・退職)

• 准教授 1 名 (転出)

• 助教 1 名 (転出)

• 現在、教員 5 名を公募・選考中

• 医療AI、深層学習関連（教授）

• 統計的因果推論 （准教授または助教）

• 時系列解析（准教授または助教）

• 自然言語処理（准教授または助教）

• システム工学（准教授または助教）
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② 教員確保の状況 (2/2)
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• 実務経験のある教員についての選考基準を
総合生産科学域にて整備済み

• 実務経験を重視した教員の公募を実施

• 学部独自の FD の実施状況

• 心理的サポートが必要な学生の現状と関わ
りについて (2024)

• 合理的配慮を含む学生支援における適切な
線引きについて (2025)
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③ 外部機関との連携状況 (1/3)
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TPO: インド大学 (IIIT-Delhi & VIT) からの教員・学生受け入れ

• 各校から教員および学部学生を最大 3 ヶ月受け入れ

• 受け入れ教員との共同研究、受け入れ教員による本学部学生への講義

• 受け入れ学生は研究室にて研究活動に従事

• 優秀な学生が本研究科に進学した場合の奨学金制度

• IIIT-Delhi への本学部学生の短期派遣
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③ 外部機関との連携状況 (2/3)
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⻑大データバンク

• 地元自治体との連携による地域活性化への貢献

• 大学院生と社会人を対象とした「長崎データ塾」の展開
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③ 外部機関との連携状況 (3/3)
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経済学部連携「ソーシャル・データサイエンス・プログラム」

育成する力

ソーシャルサイエンス科目群

経済学部

データサイエンス科目群

情報データ科学部

各学部の科目の単位を一定以上修得した学生に対して
「ソーシャル・データサイエンス・プログラム」修了を認定

経済分野 ・ミクロ経済学
・マクロ経済学
・経済政策
・国際経済学

経営分野 ・経営学
・経営情報論
・マーケティング

会計分野 ・財務会計
・原価計算

プログラミング分野 ・コンピューター入門
・プログラミング概論

データアナリシス分野 ・数理データサイエンス
・探索的記述統計
・基礎データ分析演習
・応用データ分析演習

応用分析分野 ・社会・観光情報学
・医療・生命情報学

10科目（20単位） 11科目（22単位）

経済学部と情報データ科学部で横断的履修

情報データ科学部生 経済学部生

課題発見力

データ収集・分析力

解決力・実践力

社会発信力

経済学部・情報データ科学部の学生がキャンパスを越えてともに学ぶ環境を創出

（8単位までを卒業要件に参入）
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④ 施設・設備の整備状況等 (1/4)
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NUTIC （⻑崎大学テクノロジーイノベーションキャンパス）

• スタジアムシティノース（オフィス棟）にサテライトキャンパスを設置

• 情報データ科学の 7 つの研究室が「産業界への出島」として進出

• 同ビル内のテナント企業等を中心に新たな産学連携を模索
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④ 施設・設備の整備状況等 (2/4)
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演習用計算機システムの更改による演習環境の仮想化
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④ 施設・設備の整備状況等 (3/4)
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ネーミングライツ制度活用による情報演習室の内装改修・什器更新

「東京エレクトロン デジタルネスト」

• 学生用拡張ディスプレイ 80 台

• 高速ネットワークで演習用仮想サーバに接続

• 学修環境の向上 & 企業イメージ・知名度の向上
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④ 施設・設備の整備状況等 (4/4)
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スマート就職支援コーナー (キャンパス間スマートコミュニケーション)

• キャンパス間の距離を超え、学生に寄り添い気づきを与える積極的な就職支援をＩＣＴ技術を駆使し
てサポート

• KMT株式会社・MUSVI株式会社との連携により設置

NUTIC就職支援コーナー

文教キャンパス
情報データ科学部就職支援室

NUTIC就職支援コーナー
文教キャンパス

情報データ科学部就職支援室
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事前質問 (1/3)
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• 長崎県 NEXT 人材育成事業は高校生が対象
• 毎年、数名の受講者が本学情報データ科学部に入学するなどの効果を確認

• tec-nova は小中学生が主な対象
• 本年度も商業施設での実施など活況

• 長期的な効果を期待

• 安全管理等の観点からも相応のマンパワーは必要
• 類似取り組み間や産業界との連携等が課題
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事前質問 (2/3)
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• 大学側に求められる連携内容は学校ごとや学年ごとに大きく異なるため、適切なニーズ把
握して実施するよう留意している

• 実施担当者の偏りや、初等中等教育段階の学校の繁忙期の違いによるスケジュール調整の
難しさなどの課題もある

• 工学部が母体の本学部としては、これまで関係が密ではなかった商業高校など新しい層へ
リーチしている実感はあるが、志向・志望への影響は長期的な考察が必要と思われる
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事前質問 (3/3)
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• 令和 7 年度の収容定員充足率は 0.84 となっている

• SPRING だけでなく、学内奨学金制度など経済的な支援環境の拡充に努め
ている

• 博士学生の指導教員への研究費配分を拡充するなどしている

• 産学連携の強化に関連し、共同研究先の企業の若手研究者や社会人リカレ
ント教育の受講者を社会人博士学生として受け入れる勧誘活動に注力して
いる
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